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アンケート結果、今後の改善、その他特記事項（授業方法の工夫等）についての総評 
 
 今回の結果は、すべての項目に関して、ほぼ全学平均に近い結果となった。 
 
 
平均値で言えば、⑤「教員の話し方は聞き取りやすい」が 4.19（4.11=全学）、①「授業

内容が理解できた」が 4.20（4.15=全学）、③「知的好奇心が刺激された」が 4.15（4.08=
全学）と評価が高く、全般としては、日本語日本文学科科目は適切な水準のものが提供さ

れていると言えるであろう。 
 

 一方、②「意欲的に取り組んだか」は 4.13（4.16=全学）と学科科目にしてはやや低く、

例年の事ながら、④「授業外学習」が、平均値で 0.52（0.67=全学）と全学と比較して低め

である。教員側が授業内容を工夫するだけではなく、学生自身に意欲的・自主的に学習さ

せるような、やる気を起こさせる授業が必要となろう。 
 
なお、DWCLA10 においては思考力・分析力・創造力・プレゼンテーション力が身につ

いたという学生が他学科と比較して多い。 
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